
                           

 

  

 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

宮
城
地
区
の
よ
も
や
ま
話 

④ 

大
字 

赤
城
山
２ 

宮
城
村
大
字
赤
城
山
は
、
な
ぜ
、
実
態
が

な
く
地
名
だ
け
が
残
っ
た
の
か
自
治
行
政

に
詳
し
い
方
に
尋
ね
て
も
判
明
せ
ず
、
こ
の

問
題
解
決
は
長
い
間
、
私
の
懸
案
だ
っ
た
。

時
間
を
か
け
、
他
町
村
の
御
料
地
払
い
下
げ

資
料
を
調
べ
、
宮
城
村
の
状
況
と
比
較
し
推

測
し
て
み
た
。 

大
字
赤
城
山
は
、
明
治

22
年
４
月
鼻
毛

石
村
な
ど
７
村
が
合
併
し
宮
城
村
を
構
成

後
、
払
い
下
げ
ら
れ
た
御
料
地
を
入
会
権
を

持
つ
各
字
に
編
入
し
た
土
地
だ
っ
た
。
宮
城

村
に
は
２
２
９
２
町
６
反
２
畝
４
歩
を
編

入
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
払
い
下
げ
ら

れ
た
土
地
は
、
鼻
毛
石
、
柏
倉
、
市
之
関
、

三
夜
沢
、
苗
ヶ
島
に
振
り
分
け
た
が
、
赤
城

山
と
い
う
字
名
を
抹
消
し
な
か
っ
た
の
で
、

大
字
と
し
て
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
。 

そ
し
て
、
払
い
下
げ
か
ら

８０
年
以
上
経

過
し
た
昭
和

46
年
２
月
の
村
議
会
で
、
有
名

無
実
だ
っ
た
大
字
赤
城
山
創
設
を
議
決
。
次

に
区
域
内
の
小
字
を
前
述
の
５
大
字
に
分

散
編
入
し
た
後
、
（
大
字
赤
城
山
）
廃
止
を

議
決
、
実
態
に
合
わ
せ
解
決
を
図
っ
た
の
だ

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。 

な
お
、
前
述
の
議
案
２
件
は
、
議
決
し
た

記
録
は
あ
る
が
議
事
録
が
な
く
正
確
な
提

案
理
由
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
今
ま
で
の

記
述
全
体
も
関
係
資
料
を
参
考
に
し
た
私

の
推
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
真
偽
の
判
断
は

個
々
に
お
任
せ
し
た
い
。 

（
委
員 

五
百
部 

正
） 
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七 
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ふ 
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サ 

ロ 
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柏倉町 大前田町 

三夜沢町 馬場町 

市之関町 苗ヶ島町 鼻毛石町 



  


